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児童に付けたい力を明確にし、その力を育成する

ための単元構成を考え、指導を行いましょう。児

童と「中心となる言語活動」を共有した上で指導

を行い、評価することが大切です。

「主体的に学習に取り組む態度」については、「知識・技能」「思考・判断・表現」で重点とする内容を踏まえ

た上で、「粘り強さ」「自らの学習の調整」の二つの面から評価します。外国語科では、基本的に、「主体的に

学習に取り組む態度」の評価規準は「思考・判断・表現」の評価規準と一体的に設定します。

また、単元で身に付ける資質・能力を児童と共通理解し、言語活動の振り返りで、自らの成果や課題、次への目

標を明らかにさせ、その取組状況を、特定の領域・単元だけでなく、年間を通じて見取ることも大切です。
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の評価規準は「思考・判断・表現」の評価規準と一体的に設定します。　

シ

い
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単元の中で３観点５領域を評価する場面を設定します。

確実に全員分の記録を残すために、学期末等にペーパー

テストやパフォーマンステストを実施します。授業中の

活動の観察、振り返りやワークシートの記述内容も加味

し、評価を決定します。

・現在完了を扱った対話文を読み、英文

を引用する等しながら、考えたことや

感じたこと等を伝え合う。

・現在完了を扱った教科書とは別の対話

文や文章を読み、引用しながら考えた

ことや感じたことをペアで伝え合う。

・ピクチャー・カードを使い、現在完了

を正しく引用しながら、教師やALTに

教科書の内容について説明する。

・初見の文章を読み、英文を引用する等

しながら、考えたこと、その理由等を

伝え合う。

・ペアで話した内容を踏まえ、自分の考

え等を書く。

教師が１時間で全ての生徒のやり取りを見取るこ

とは現実的ではありません。パフォーマンステス

トで確実に見取り、記録に残すことを目指します

が、単元の最終時でも極力見取りを行い、記録し

ます。ペアを替えたり、TTで実施したり等、見取

りの機会を増やし観察を行います。
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